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第 2 章 憲法：2014 年憲法の制定過程と条文内容 










ィースィー体制が依拠する 2014 年憲法について、その乗り越えるべき対象であった 2012
年憲法との比較から考察する。
スィースィー体制下の現行憲法は、正式には「エジプト・アラブ共和国憲法」（dustūr
jumhūrīya miṣr al-‘arabīya）というが、2014 年 1 月 18 日に成立したことから、一般には






換言すれば、2014 年憲法は、本書が対象とする 2013 年 7 月から 2015 年 12 月までのスィ
ースィー体制形成期の最初につくられたものであった。憲法起草時、スィースィー国防大臣
は、ムルスィー大統領率いるムスリム同胞団体制を一掃した 2013 年の「6 月 30 日革命」
の実行者の一員であったが、少なくとも公式には、2014 年憲法の起草過程に関わっていな
(1) 本章では、2012 年憲法の底本として al-Idāra al-ʻĀmma li-l-Shuʼūn al-Qānūnīya [2013]を、
2014 年憲法の底本としてʻAbbās and Bakrī [2014]を用いる。これら二つは、エジプト国立印刷
局により刊行されたものとして「公的」な性格を持つ。これらより前のエジプトの過去憲法を参










「6 月 30 日革命」前の政治体制（ムルスィー大統領／ムスリム同胞団体制）の否定であり、
もうひとつは、近い将来に成立することが見込まれた軍出身者（おそらくスィースィー）を
中心とした新体制の土台作りである。これらの条件は、方向性こそまったく異なるものの、
2012 年憲法にも似たものが見られた。すなわち 2012 年憲法の起草者に求められていたの
は、「1 月 25 日革命」前の政治体制（ムバーラク大統領／国民民主党体制）の否定と、選挙
を通じて国家権力を掌握しつつあったムスリム同胞団のための新体制の土台作りであった。 
この 2014 年憲法は、どのような内容を持ち、2012 年憲法とどのような点で異なるのか。
本章では、2012 年憲法と対比しながら、2014 年憲法の制定過程と条文内容を検討し、2014
年憲法とともに生まれたスィースィー体制のあり方を考える手掛かりとしたい。
第 1 節 2012 年憲法の概要 
1.1 2012 年憲法の制定過程 
前述のとおり、2012 年憲法は 2012 年 12 月 25 日に施行された。発端となった「1 月 25
日革命」から約 2 年後のことである。その制定過程は、以下のようにまとめられる。 
2011 年 2 月 11 日のムバーラク大統領の辞任後に国権を掌握した軍最高評議会 (2)は、2 月
13 日に憲法宣言 (3)を発布し、現行（1971 年）憲法の施行停止と改正、議会の解散などを定





軍最高評議会は新たな憲法宣言を出し、全 63 条からなる「憲法原則」（1971 年憲法の修正・
要約版）を発表した。国民投票を経た後とはいえ、軍が独自に出した憲法原則に対する反発
(2) アラビア語で al-majlis al-aʻlā li-l-quwwāt al-musallaḥa という。英語では the Supreme
Council of the Armed Forces（略称 SCAF）と訳されることが多い。その存在は、2011 年の「1
月 25 日革命」まで公に知らせていなかったが、2012 年憲法第 194 条と 2014 年憲法第 200 条
では、「軍は、法律の組織するところにより最高評議会を持つ」と明記されるようになった。
(3) アラビア語で iʻlān dustūrī という。憲法停止などの例外的状況において、憲法や国家体制に
関係する命令を発する超法規的措置のこと。共和制の礎を築いた 1952 年「7 月 23 日革命」の
際に革命指導部が公布した命令に前例が見られる。このときの最初の憲法宣言は、1923 年憲法
の停止を布告した 1952 年 12 月 10 日のものであった（al-Shilq [2012, 227–228]）。
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は大きく、新憲法を求める声は続くことになる。 
その一方で、2 月以来空席となっている「大統領」と「議会」の選挙も求められていた。
主要政治勢力間で交渉がなされ、先に議会選挙を行われることになり、2011 年 11 月から下
院選挙が、翌年 1 月から上院選挙が実施された (4)。この議会選挙において、ムスリム同胞




委員会を無効とする判決が下されたため、議員を 3 分の 1（37 人）に減らした形で憲法起
草委員会が改めて設置された。この第二次憲法起草委員会が、裁判官のフサーム・ガルヤー
ニーを委員長として、6 月からの 5 ヶ月間で 2012 年憲法の草案を作成することになった。 
 同年 4 月から 6 月には大統領選挙が実施された。多くの立候補者が出た第一回投票の上
位二者による決戦投票は、ムスリム同胞団が擁立した自由公正党前党首のムルスィーと、軍
出身でムバーラク期最後の首相であるアフマド・シャフィークの一騎打ちとなり、僅差で前
者が勝ち、エジプト現代史上初の文民大統領となった。ムルスィー大統領は、2012 年 6 月
30 日に就任した（この日付が 1 年後に重要な意味を持つようになる）。ムルスィー大統領就
任直前の 6 月 17 日には、軍最高評議会が憲法宣言を発布し、「新憲法における軍の予算・
管轄の独立性」を一方的に定めたが、ムルスィー大統領は 8 月に自ら憲法宣言を出し、この
内容を取り消した。また、憲法起草委員会への社会的反感が強まる中、ムルスィー大統領は、
11 月 21 日に「大統領の憲法宣言は覆せない」とする憲法宣言を出し、同委員会の活動を援
護したが、多方面からの反発を受け、12 月 8 日はこれを取り消した。委員会内の意見対立
だけでなく、こうした「場外乱闘」を通じて、ムスリム同胞団を中心とする立法府・行政府
と、軍・司法府との関係は徐々に悪化していった。それでも憲法最終案は国民投票にかけら
れ、7 割の賛成多数を得て、前述の日に 2012 年憲法として成立したのである。 
 
 
                                                   
(4) 1971 年憲法の制定当初は、一院制の人民議会（majlis al-sha‘b）が設置されたが、1980 年の
憲法改正で諮問評議会（majlis al-shūrā）が追加された。アラビア語で同じ majlis の語であり、
明らかに「上院」を意図したものであったが、人民議会に比べて法律発案権などの権限が著しく
弱いため、日本語では「諮問評議会」と訳される（池田 [2001]）。2011 年「1 月 25 日革命」後
の議会選挙では、1971 年憲法の議会構造をそのまま用いて、人民議会と諮問評議会の議員を選
出した。2012 年憲法では、権限の均衡のとれたふたつの議院からなる二院制議会が採用された
（第 82 条で立法権がふたつの majlis から構成されることを明記）。本章では、下院を代表院
（majlis al-nūwāb）、上院を諮問院（majlis al-shūrā）と呼ぶ。かつて拙稿（竹村 2014a; 2014b）
では、2012 年憲法の下院を「代議院」と訳していたが、2014 年憲法下の一院制議会で同じ nūwāb 
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1.2 2012 年憲法の内容①：尊厳の重視とイスラーム色 
 
このような経緯からなる 2012 年憲法の内容について、以下、その特徴的な条文を見てみ
よう。まず、前文冒頭では、同憲法が「1 月 25 日革命」の所産であることが明記される。 
 
   これこそわれらの憲法、1 月 25 日革命の文書である。この革命は、われらの若者が
ひきおこし、われらの民衆が集まり、われらの軍隊が与したものであった。 
 
この点に関連して 2012 年憲法に追加された条項のひとつに「尊厳の保護」がある。 
 
第 31 条 
  ① 尊厳は、すべての人間の権利である。社会および国は、尊厳の尊重および保護を保
障する。 
  ② 何人に対する侮辱または軽視は、決して認めない。 
 
 この尊厳（karāma）の語は、憲法前文にも引用されている「1 月 25 革命」の有名なスロ




  第 37 条 
  ① 刑務所は、規律、改善および更正のための施設であり、司法の監督下に置かれる。
刑務所では、人間の尊厳に反する、または健康を害するすべての行為が禁止される。 
  ② 国は、受刑者の社会復帰を助け、受刑者が出所後に尊厳ある生活を営むことができ
るよう支援する。 
 




の特色として知られる。たとえば、第 1 条では、1956 年憲法以来「エジプト人民は、アラ
ブの共同体の一部（juz’ al-umma al-‘arabīya）である」と表現されていたのが、「エジプト





第 2 章 憲法：2014 年憲法の制定過程と条文内容 









第 2 条を補足する条文として第 219 条が加えられた。 
第 2 条 
① イスラームは国教であり、アラビア語は公式語である。イスラームのシャリーアの
諸原則は、立法の主要な源泉である。







第 21 条 
① 国は、法律が組織するところに従い、公的、協同的、私的およびワクフの諸形態か
らなる合法的な所有権を保障し、保護する。








文（第 44 条）を置いた点からも、イスラーム性の重視を読み取ることができるだろう。 
第 44 条 
① 預言者および使徒への中傷または諷刺は、すべて禁止される。









第 126 条 
① 代表院は、内閣総理大臣、副総理大臣または大臣の不信任を可決することができる。 
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の代表院の解散に用いられた理由により代表院を解散することができない。 





  ④ 国民投票の過半数が解散に同意しない場合には、大統領はその職務を辞する。 








  第 139 条 





を解散し、解散命令の公布の日から 60 日以内に新議院選挙を行う。 
  ② あらゆる場合において、本条に記される期間の合計は 90 日を超えてはならない。 
  ③ 代表院の解散時には、内閣総理大臣は、新議院の初会議において政府の組織および
その計画を提示する。 
 




  第 232 条 
  ① 解散された国民〔民主〕党指導部は、本憲法の施行の日から 10 年間、大統領選挙
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 以上の 2012 年憲法の内容を念頭に置きつつ、次節以降では、2014 年憲法の制定過程と
条文内容を検討していこう。 
 











である。彼らは、2013 年 6 月 30 日の大統領就任一周年を期日とするムルスィー大統領の
即時辞任を求め、全国的な署名運動を展開した。「反抗」に連なる人々は、全国から 2000 万




反する主張を掲げたデモが各地で衝突する中、6 月 30 日の午後 3 時頃、軍司令部が国営テ
レビで声明を出した。軍は、自らは政治に関与しないという基本原則を繰り返しつつも、民
衆の訴えは見過ごすことができないとして、ムルスィー政権に 48 時間の期限を突きつけ、
大統領辞任要求に対する返答を求めた。その期限は 7 月 2 日の午後 5 時とされた。 
 軍の介入により大統領辞任を要求するデモは勢いづき、他方、大統領支持派のデモは、軍
への反発を強めていった。ムルスィー大統領は、期限時刻を少し過ぎた 7 月 2 日午後 10 時
にテレビに登場し、「新内閣の組織」「議会選挙法の早期成立」「憲法改正委員会の設置」「若
者の積極的な登用」などの提案を打ち出したが、自身の辞任は否定した。 
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と思われる画質の悪い映像の中で、「私はエジプトの大統領だ」「私には選挙で選ばれた正当
性がある」「これは軍のクーデターだ」と自らの主張を繰り返した。 
 翌 7 月 4 日、マンスール最高憲法裁判所長官が暫定大統領に就任した。このときから国
内メディアの多くは、ムルスィー大統領を「前大統領」や「解任された大統領」と呼ぶよう
になった。マンスール暫定大統領は、7 月 5 日に最初の憲法宣言を出し、残存していた諮問
評議会を解散させた。さらに 7 月 8 日の憲法宣言で全 33 条の憲法原則を提示し、憲法改正
を含む今後の工程表を示した。その第 28 条では、15 日以内に高位の裁判官や憲法学者から
なる「専門家委員会」を結成し、30 日以内に憲法改正案を提出することが定められた。 
 専門家委員会の人選は、期限よりやや早い 7 月 20 日に発表された。その内訳は、2 人の




 構成人員の数から「10 人委員会」とも呼ばれた専門家委員会は、8 月 20 日に全 197 条の
憲法改正案を提出した。2012 年憲法から計 33 条が削除され、残った条文もその大半が改










マンスール暫定大統領による 7 月 8 日の憲法宣言によれば、「10 人委員会」による憲法
改正案は、社会の諸層を代表する「50 人委員会」によって修正されることになっていた。








 50 人委員会は 9 月 8 日から会合を始め、10 人委員会改正案の見直しを行った。前出の憲
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ことから、「2014 年憲法」となった。国民投票は 1 月 14・15 日に行われ、約 2050 万票、
有効投票の 98%の賛成多数により、1 月 18 日に憲法が成立した。 
2014 年憲法の第 230 条では、憲法制定後の国政選挙は、大統領選挙と議会選挙のいずれ
を問わず、憲法施行日から 30 日から 90 日以内に手続きを開始すると定められる。諸政治
勢力間の交渉により大統領選挙が先に実施されることになり、立候補受付が 4 月 1 日に始
まった。これに先立つ 3 月には、「6 月 30 日革命」を主導した現職の国防大臣であり、軍の
最高位にあるスィースィー元帥がいつ大統領選出馬を表明するかが注目の的となっていた。
実際に大統領選挙に立候補したのは、スィースィーと、2012 年の大統領選挙にも立候補し
た左派政治家サッバーヒーの二者のみで、これら二候補による決戦投票が 5 月 26・27 日に
実施され、6 月 3 日に最終結果が公示された。2014 年憲法制定の国民投票の結果を上回る
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 続いて、近代の独立運動や 1952 年「7 月 23 日革命」に触れた後に、2011 年の「1 月 25
日革命」と 2013 年の「6 月 30 日革命」が一組のものとして表現される。 
 
   われら——われらエジプト人——は、進歩に追いつくよう努力した。われらは幾多の





結びでは、エジプト人が「主権を有する祖国における主権者」（al-sayyid fī al-waṭan al-
sayyid）という二重の意味で、「主権者」であることが確認される。 
 
                                                   
(6) モーゼのこと。 
(7) マリアとイエスのこと。アラビア語では maryam とʻīsā というが、ここでは「聖処女とその
子」（al-sayyida al-ʻadhrāʼ wa-walīd-hā）と表現し、名を記していない。 
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   われら国民男女は、われらエジプト人民は、主権を有する祖国における主権者である。
それこそ、われらの願い。これこそ、われらの革命の憲法。 
   これこそ、われらの憲法。 
 






 こうした「国民国家」的性格を強調する姿勢は、憲法第 1 条において明確に示される。 
 
  第 1 条 
  ① エジプト・アラブ共和国は、主権を有する国家である。国は統一され、その分割を
認めず、国からは何ひとつとして割譲されない。その政体は民主共和制であり、国民間
の平等と法の支配にもとづく。 













2014 年憲法の第 53 条では、「国民は法の下で平等である」という古典的な規定に加えて、
差別の理由となりうる事柄を列挙し、国民間の平等の実現を高く掲げる。 
 
  第 53 条 
  ① 国民は、法の下に平等である。国民は、公の権利、自由および義務において平等で
あり、宗教、信条、国籍、出自、血統、肌の色、言語、障害、社会階層、政治的または
地理的所属、もしくはその他のいかなる理由によっても差別されない。 
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  ② 差別および嫌悪の煽動は、法律により処罰される犯罪である。 
  ③ 国は、あらゆる形の差別の解消に必要な措置をとる責務を有する。法律は、この目
的のための独立した委員会の設立を組織する。 
 
 前文において「われら国民男女は」（naḥnu al-muwāṭanāt wal-muwāṭinīn, 正確には女
性が先で、われら国民女男は）と述べられたように、2014 年憲法は、男女間の権利の平等
や女性の就労支援、暴力からの女性の保護、女性の福祉などについて多様な政治的配慮を示
している。2012 年憲法の第 10 条が、「家族は社会の基礎であり、その支えは宗教、倫理お
よび愛国心である」（第 1 項）という、1971 年憲法とほぼ同様の熱意の薄い内容であったこ
とと比べると、2014 年憲法の第 11 条は男女平等や女性支援にはるかに力を入れている。 
 
  第 11 条 
  ① 国は、憲法の規定に則り、市民的・政治的・経済的・社会的・文化的権利のすべて
において、女性と男性の間の平等の実現を保障する。 




  ③ 国は、女性に対するあらゆる形の暴力から女性を保護する責務を有する。国は、女
性が有する家族への義務と労働にもとづく要請の調和を支援する。 







  第 19 条 






 これに関連して、国民的文化やアイデンティティーを守ることが、国家の義務（第 47 条）
であり、国民の権利（第 48 条）とされた。また、第 44 条では、前文冒頭で示されたエジ
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 動乱後のエジプト－スィースィー体制の形成（2013～2015 年）－ 
プトの地理的象徴であるナイル川に関する国家・国民の義務と権利が加えられている。 
 
  第 44 条 











  第 43 条 





された数少ない条項のひとつに第 90 条の「慈善ワクフの推奨」がある。 
 
  第 90 条 








  第 223 条 
  ① エジプト・アラブ共和国の国旗は、黒・白・赤の三色からなり、「サラディンの鷹」
を象った金色の鷲が置かれる。共和国の国章、勲章、徽章、国璽および国歌は、法律で
定める。 
  ② エジプト国旗の侮辱は、法律で処罰される犯罪である。 
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 第 2 章 憲法：2014 年憲法の制定過程と条文内容 
3.3 行政権の再強化 
 
 2014 年憲法において、三権の関係は再び大きく変化した。第 2 節で見たように、2012 年
憲法では、行政府（とりわけ大統領）の権限を抑えるために立法府の権限が強化されたが、
2014 年憲法では立法権が弱められ、行政権が再度強められた。議会は一院制に戻り、「代表
議会 (8)」（majlis al-nūwāb）と呼ばれる。ただし、議会の定員数は 450 人に増員され、2012
年憲法の下院 350 人と上院 150 人の合計 500 人と比べても遜色ない。 
立法権と行政権の力関係を計る上でひとつの指針となるのが、大統領の議会解散権であ
る。2012 年憲法の第 127 条では、大統領が議会下院を解散させるためには、国民投票を行
い、賛成多数を得ることが必要とされ、反対多数の場合には大統領自身が辞職しなければな
らなかったが、2014 年憲法の第 137 条では反対多数の場合の大統領辞職規定がなくなった。 
 
  第 137 条 
  ① 大統領は、理由を付した決定により、かつ人民による国民投票の後でなければ、代
表議会を解散することができない。議会は、前回の解散に用いられた理由により解散さ
れない。 
②  大統領は、議会の会議を停止する決定を公布し、最大で 20 日以内に解散に関わ
る国民投票を実施する。国民投票の参加者が、有効投票の過半数により解散に同意
した場合には、大統領は解散の決定を公布し、その日より 30 日以内のすみやかな
選挙を呼びかける。新議会は、最終結果の公示の日に続く 10 日以内に集会する。 
 
 大統領が内閣総理大臣の選任と組閣の委任を担い、内閣総理大臣が組織した政府は議会




  第 146 条 
  ① 大統領は、内閣総理大臣に、政府の組織および代表議会への政府の計画の提示を委
任する。当該政府が、最大で 30 日以内に代表議会の総議員の過半数により信任されな
い場合には、大統領は内閣総理大臣に、代表議会の最大議席を有する政党または政党連
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合からの候補者選定を委任する。当該政府が、30 日以内に代表議会の総議員の過半数
により信任されない場合には、代表議会は解散され、大統領は、解散命令の公布の日か
ら 60 日以内に新議会の選挙を行うことを呼びかける。 
  ② あらゆる場合において、本条に記される期間の合計は 60 日を超えてはならない。 
  ③ 代表議会の解散時には、内閣総理大臣は、政府の組織およびその計画を新議会の初
会議において提示する。 













  第 161 条 
  ① 代表議会は、議会の総議員の少なくとも過半数による署名された、および理由を付
した要求、ならびに 3 分の 2 の議員の同意にもとづき、大統領の不信任案を提案し、
すみやかな大統領選挙の実施を求めることができる。同一の理由による同要求の提出
は、大統領の任期中、1 回しか認められない。 









 2014 年憲法では、軍や警察の権限も大幅に拡充された。たとえば、「軍事法廷」（al-qaḍā’ 
al-‘askarī）について定める第 204 条では、第 2 項で、「文民の裁判は認めない」（過去憲法
ではこの一文のみ）という表現に続けて、「ただし」以下の例外規定を加え、軍の装備品や
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  第 204 条 
  ① 軍事法廷は、独立した司法機関である。軍事法廷は、軍隊、将校および兵士に関連
するあらゆる犯罪、ならびに国家諜報局職員の服務中の、および服務を理由として犯し
た犯罪の審理を独占的に管轄する。 













  第 207 条 





 第 234 条では、大統領任期の 2 期分という期間付きではあるが、国防大臣の任命は軍最
高評議会の承認を必要とすることが定められた。 
 
  第 234 条 
  ① 国防大臣の任命は、軍最高評議会の承認の後に行われる。本規定は、本憲法の施行
の日より 2 回の完全な大統領任期に適用される。 
 











最後に、2012 年憲法末尾にあった旧国民民主党指導部の被選挙権の制限規定が 2014 年








ム同胞団政権が、軍や司法府と対峙しながら 2012 年憲法を書いた状況とは異なる。2014 年
憲法の制定者は、法の専門家を味方にして、慎重に事を進めてきた。
条文内容と方向性の点でも、これらふたつの憲法は好対照をなしている。2012 年憲法の
主題は「1 月 25 日革命」前のムバーラク・国民民主党体制の否定であり、それが個人の尊
厳や権利の重視、立法権の強化などの条項を生み出した。いままでにない形でイスラーム性
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(9) 2016 年 8 月に本章の初稿を提出してから約 1 年が経った 2017 年 9 月現在、この点はますま
す重要性を帯びてきている。2017 年に入った頃から、2018 年 4 月のスィースィー大統領の任期
満了（2014 年憲法第 139 条によれば、大統領の任期は 4 年、再任は 1 回まで）が近くなってき
たことから、「大統領任期の 6 年への延長」や「再任回数の複数化」のための憲法改正を求める
声が聞かれるようになっている。もちろん反対の声も多く、短期間にそうした内容の憲法改正が
実現する可能性は低いが、もし憲法改正が進めば、これを着火点として、経済や治安などさまざ
まな問題を抱えるスィースィー体制への新たな抗議運動が現れる可能性もあるだろう。
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